
(
近
ご
ろ
ガ
ソ
リ
ン
そ
の
他
危

唄
)

一
翌
月
末
同
ま
で
に
県
知
事
へ
報
告
一
ム
実
施
方
法
豚
コ
レ
ラ
ク
リ
ス

フ
福

軍

司

一

、
お
日

険
物
を
取
扱
う
筒
所
が
ふ
え
、

。
時
間
は
午
後
一
時
か
6
三
時
一
ず
る
乙
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
一
タ
ル
バ
イ
オ
レ
ッ
ト
芝
山
政
山
以

ケ
笠

間

U
H

ま
た
各
家
庭
で
も
石

油

コ

ン

ロ

ま

で

一

最

近

乙

の

報

告

を

し
な
い
人
が
見
一
下
注
射

一

(
大
村
家
畜
保
健
衛
生
所
)

な
ど
の
使
用
が
急
増
し
て
い
ま

O
母
子
手
帳

ぞ
必
ず
も
っ
て

一受
け
ら
れ
、
県
で
は
事
務
処
理
上
一
ム
実
施
白
割
別
表
の
と
お
り

一
日

日

養

豚

講

習

会

す
。
こ
れ
ら
の
保
管
、
使

用

に

き

て

く

だ

さ

い

。

一閣
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
惟
実
一
ム
注
射
料
、
証
明
書
交
付
手
数
料

一ム
日
時

三
月
十

一
日
午
前
九
時

つ
い
て
は
厳
重
に
注

意

す

る

)

マ

三

浦
診
療
所
3
月
日
日
一
に
実
行
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
作
一
注
射
料
:
・
一
頭
に
つ
き
二
十
キ

一

か
ら
牛
後
三
時
ま
で

ω林
野
火
災
の
防
止

を
れ

3
月
初
日
一
年
七
月
一

黒

字

二

月
三
十
二

ロ
以
下
五
十
円
、

二
十
キ
ロ
以
一ム
場
所
中
央
公
民
部

か
ら

授

、
伐
採
、
登
山
な

ど

露

出

書

官

官

一

日

ま
で
の
分
議

き

て

い
な
い
一
上
百
円

一ム

講

師

九

州

霊

議

室

、

の
季
節
と
な
り
ま
す
。

マ

市

役

所

日

日

m日
一
人
は
急
い
で
報
告
し
て
く
だ
さ
い
一
証
明
書
手
数
料
:
一
頭
に
つ
き

一

伊

藤

氏

(

腹

林

謀

)

タ
バ
コ

や

、

た

き

火

の

後

始

末

マ

中

央

公

民

拍

ロ
目

白
日

一克
許
申
請
け
ま
た
食
肉
業
者
な
一
十
月

一

は

十

分

に

注

意

し

て

山

林

史

認

属

議

官

智

一

ど

で

生

畜

の

取

扱

い

を

業

と

す

る

一ム
大
雨
な
ど
で
注
射
が
で
き
な
い

一市
営
公
益
重
言
語
品
を
つ

答
防
ぎ
ま
し
ょ
う
)

-

-

j

a

i

-

マ
市
立
病
院

凶
日
幻
日

一
も
の
に
つ
い
て
は
当
然
家
畜
闘
の
一
と
き
は
、
あ
定
め
て
お
知
ら

す

ぎ
の
と
お
り
公
売
レ
手

一

一

υ

。

一

⑤

火
災
防
止
で
話
し
合
い
一

一マ
竹
股
出
張
所

日
日
幻
日
一
免
許
を
必
要
介
一
し
ま
す
の
で
、
急
一
せ
し
ま
す
。

一

3

A公
売
日
時
一
二
月
ト
ニ

近
ご
ろ
は
各
地
に
一
し
、
犬
火
事
に
な
る
の
も、

と

の

一

り

ま

せ

/

一

(

汀
内
5
客
常
会
な
ど
で
、
友一

同

日

か

ら

種

痘

の

接

種

一星

空

長

斤

O
日

7
日

一

J
f
i
!
?
:だ
さ
一

一
.3

日
午
型
一
時
か
ら
午

諮
問
日
一
器
十円戸八日から一一
一月
六
日
一
つ
諸
島
町
一
明
ず
い
れ
一
軒
諒
一

生
後
一年の
赤
ち
ゃ
ん
と
小
学
校
入
学
児

青

山

町

日…
日一川

0
1
L
E
)一(ド
tv
h
h

一即

位
時
貯
金
簡

と
と
し
に
入
っ
て
か

一ま
で
車
問
火
災
予
防
運
動
が
行
ゎ
一
皆
さ
ん
の
ど
協
プ

T
Eい
し
ま
一

期
防
火
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
一

春
季
開
痘
の
遣
を
つ
ぎ
の
日
一
も
れ
た
も
の
・

一

(保
険
衛
生
課
二

豚

コ

レ

ラ

の

予

防

一O
時
同
は
午
前
九
時
1
午
後
五

一か

ム
公
売
品
衣
料
ほ
か
J

一一

ち
四
件
が
発
生
し
そ

一れ

、

三

塁

一月
七
日
か
宇
一
三
す
。

一

い
ま
し
ょ
う
。
)

一割
で
実
踊
し
ま
ず
か
ら
該
当
の
赤
一
ム
護
料
金
一
人
当
り
十
円

一

11

1

1

1

1

一

一

時

一円
別
訪
問
で
実
施

一口
ロ

六

五

の
う
ち
一
一
件
は
雪

一日
ま
で
一

般
の
火
災
予
防
護
が
一
①
防
火
設
備
、

山避
難
設
備

一サ
イ
レ
ン
吹
鳴
な
お
一
一
一月
七

一ち
ゃ
ん
を
お
も
ち
の
人
は
必
ず
受
す
注
意
議
官

に
入
浴
し、

一

家
畜
・
食

肉

業

者

へ

一

注

射

、

5
日

か

ら

一コ
松

原

3
月
5
、

6
日

一

M
ム
公
売
喜
一
般
競
争

ん

ω早
期
発
売
と
一
全
型
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

一

の
点
検
整
「

一

日
午
前
七
時
慣
習
召
集
の
サ
イ
一
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

一
当
国
は
絶
対
入
浴
し
て
は
い
け

営
業
報
告
会

蓄

を

営
ん
で
一
県
大
村
家
言
語
生
研
で
は
ほ

マ

回
大
付

9
l日

一討

入
札
に
よ
る
も
の

一
五

初
期
防
火
に
よ
っ
て
一
火
災
は
発
生
さ
せ
な
い
と
と
が

一①
消
防
訓
練
の
蹄
行

へ
学
校

一

レ
ン
委
鳴
し
ま
す
。
七
日
か
了
一~該
当
者
の
生
後
二
カ

月

か

ら

一

ま

せ

ん

。

一

い
る
人
は
毎
年

一
月

一白
か
ら
六
一
コ
レ
ラ
持
生
を
予
防
す
る
た
め
、

一V
竹

ぬ

ロ

l
u
日

一
貿

O
点
附
契
に
よ
る
も
の

大
事
に
至
ら
な
い
で
哀
も
肝
要
な
こ
と
で
す
。
と
れ
に
一
工
場
、
病
院
な
ど
大
き
い
建
物
一

ら
十
三
日
ま
で
午
後
八
時
三
十
二
カ
月
ま
で
の
乳
幼
児

一会

管

制
は
つ
ぎ
の
と
お
リ

一月
三
十
日
ま
で
お
よ
び
七
月

一
日
一
つ
ぎ
の
と
お
り
予
防

E4
7い
一マ
犬

付

問

、
口
日

一

三

五

点

す
み
ま
し
た
。
一
は
わ
た
し
た
ち
が
、
常
に
火
の
取
一
は

一
度
出
火
す
る
矢
火
に
な
了
ン
路
(
一一下
秒
連
続
丙
)
一

宮
月
小
学
校
に
入
学
す
ろ
も

一

実

施

日

割

一か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
営

一ま
す
。
整
震
の
皆
れ
は

γ一員
凶

問

、

百

一な
お
当
日
は
議
選

は
休
業
い

と
れ
ら
の
照
授
、
電
気
コ
ン
一
扱
い
に
気
を
つ
け
る
乙
と
と
火
の
一
り
易
い
の
で
、
通
報
、
応
急
消
一

(
消
防
会
二
の
で
、
年
秋
の
予
防
毒
に

一

(
索
、
実

皆

、
検
診
同
の

一業
成
制
(
家
畜
取
引
報
告
)
を
、
石
く
受
り
さ
せ
て
く
だ
さ
い
の

一三一一

印

却

、

守

一た
し
ま
す
。
(
福
詰
溺
禁
ぎ所c) 

F

も口の木一始始ポ、石)油凶「コ〕
Vンν
ロ
m取mU坂…扱政竺
一反
取
扱
い
場
一所附の施鞍撃主

ム持詰吋

時
ア
一
い主
に
、
も
参
少
し
刊
盗
怠
筆
を
し
て
台FηJ↑弓
つ
け
史
た
と
室
ぎ
は
与
す
ぐ
「
通
護
報
」
ヱ
(
合
一
一
二芳一芳
月
八
合
日
、
五
九
日
暴
各
家
霊
庭
、

一

職

r

1
iれ&
y;M

一

市

議

44.月
初

日

一

τ凸場寄
所

E実〈
公
貧
民
舘
一
⑦
杭
明
書
申
書
謂
2

一点青

2円是年
団
農
協
め
ぐ
り
訳
博

一
市

民

税

鈎

人

嗣

申• 

却
一
ば
火
仰決山を
お
ζ
寸きベο~な
い
で
す
ん
で

一る
乙
と
で
す
。
ハ
官
話
で
「
火
事
」
一
学
校
、
病
院
、
映
画
舘
な
ど
を
一

一

一
備
考
「
地
方
選
挙
の
手
引
」
一
①

飛
車
啓
引
換
柾
交
付
山
荷
台

一

一

こ

い
る
も
の
で
す
臼

一ま
た
は
「
じ
さ
容
」
(
市
役
所
一
一
実
施
。

一

三

月

い

フ

ば

い

総

の

務

恨

募

金

一

と
と
し
四
月
行
わ
れ
る
地
方
選
一
(
雲
仙
百
円
)
を
必
要
の
人
に
一

④

住
民
票
ま
た
は
抄
本
一
大
村
市
内
の
各
地
区
鹿
付
背
年
一
告

ー

と

し

河

叫

何

日

刊

守

口

を

防
止

す

る

に

は

早

一

持

時

銭

円

山

市

一

今
市
も
三
月
い

っ
ぱ

い

高

一一

の

(3月上旬号)

J ご、存 、じ:ですカ、

。お茶 ガラの利用=ざるか台所の金

網などに入れてて!くをきっておき翌

朝躍にまいて掃除すると、しめり

がよく、吸収します。

。虫 Fし= 。寒千クといって衣類に

県食う虫の根絶には絶貯の機会で

す。天気がよい日の午前九時~午

後二時どろまで沼気を吸わせぬよ

うに瞬にあてます。

。戸籍謄本、同抄本の手数料は一枚

四十円です。 (市民課〉

O印鰭証明の手数料は五 r.円です。
(市民課)
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春

先

に防

マ火
な態
る勢
火

事

り

7 日 ~ 13 日・火災予防運動週間

家

庭

の

は

大村市政だよ(ー)

写
真

(
一ニ
×
四
セ
ン
チ
、
無

固
定
資
産
課
税
台
帳
を
三
月
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
皆
さ
ん

に
縦
覧
し
ま
す
。

異
議
の
あ
る
人
は

一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
に
申
し
出
る
乙
と
が
で
き
ま
す
。

(
税
務
諜
)

一
一月

末

に

各

町

務

連

絡

委

員

を

通

じ

市

民

税

佃

人

申

告

書

を

お

手

も

と

に

送

り

ま

し

た

の

で

、

三
月

十

五

日

ま

で

、

税

務

課

ま

た

は

出

張
所
へ

(

町

務

連

絡

委

員

を

通

じ

)

出

し

て

く

だ

さ
し
。

も

し

ま

μ
お

手

も

と

に
刊
い
て
い
ー
な

い
人

ゃ

、

お

わ

か

り

に
な

ら

な
い
u

と
乙
ろ
.
か
あ

れ

ば

税

務

制

ま

た

は

出

張

所

へ

お

た

ず

ね

く

だ
さ
い
。(
税
務
課
)



公
明
選
挙
l
一

一

療

の

自

九

に

み

の

る

よ

い

政

治

(二)

へ
に
最
近
各
地
に
一
る
自
衛
隊
員
の
活
踊
で
あ
り
ま
す
一
が
使
命
に
向
っ
て
湛
進
で
き
る
気
一
で
市
内
八
地
区
(
本
庁
お
よ
び
出
一
し
た
。

一組
ま
れ
て
い
ま
す
。
一
種
手
品
は
、
一

0
ア
ー
ル
当
り
(
反

成
成
自
衛
隊
の
父
兄
京
高
な
し
か
も
裂
を
越
え
た
守
護
く
持
た
せ
る
と
と
も
に
、
一
眼
所
管
内
)
の
分
会
を
結
成
し
遅
一
開
会
に
先
立
っ
て
と
の
会
章
一
言
、
幹
事
は

お

童

話

一

当

)

オ
モ
ロ
コ
シ
九
リ
ッ
ト
ル

階

建

司

会

結

成

さ

れ

一
決
死
的
な
活
聞
は
関
東
思
議
一
父
兄
も
隊
員
と
同
様
、
親
睦
と
社
一
く
と
も
一
二
月
下
旬
ま
で
に
市
連
合
一
の
音
頭
を
と
っ
た
大
村
市
長
か
ら
百
し
ま
す
。
(
ぽ
邸
調
)
一
(
五
升
)
ヒ
マ
ワ
リ
ニ
リ
ッ
ト
ル

-
釘
の
つ
つ
あ
る
乙
と
一
っ
た
最
近
の
主
義
で
も
お
判
一
会
的
地
位
の
向
上
を
図
り

4
一
会
の
結
成
案
了
ぎ
せ
た
い
主
同
会
の
名
称
に
つ
い
て
提
案
が
あ
一

1

1

1

1

1

一
(
一
升
)
く
ら
い
で
す
。

温
い
気
持
で
見
守
り
ま
し
ょ
う
一
兄
員
は
ど
存
じ
の
と
一
り
の
乙
と
と
思
い
ま
す
。
生
命
、
一
和
季
る
五
一
気
持
を
同
じ
く
一
備
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

一り
、
全
員

一致
で

o
大
村
一
ニ
水
一

G
Uペ
ペ

ユ

一

六

O
I七
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

今

年

忠

商

撃

の

革

委

一に
な
っ
て
不
良
化
し
た
り
思
い
余
一
子
記

長

還

さ

せ

な

い

一

似

械

元

幹

可

間

骸

品

品

協

τ日
持

品

目

蕊

訪

問

主

立

ム前

日

経

ぷ

合

二

ー

河

川

い

ほ

一

ド

h
u
r
h尺
)ω
条
播
か

が
迫
っ
て
き
ま
し
た
。

一っ
て
自
殺
し
た
り
す
る
、
希
望
一
よ
う
に
一
一
段
、
一
一
段
と
い
っ
た
向
一
敬
れ
里
親
し
ま
れ
一
で
は
の
感
を
強
/
国
民
の
目
前
に
一
い
大
村
、
竹
松
陸
上
自
衛
隊
、
海
一
な
お
、
本
会
の
会
則
業
主
草
一
日
に
す
る
た
め
)

一

乳
牛
の
能
力
を
、
十
作
発
揮
さ
一
ど
ち
ら
も
居
住
が
強
い
さ
、

新
レ
い
臓
整
上
級
学
校
へ
の
進
一
る
零
を
一
時
の
震
に
一
審
一
き
向
き
の
社
会
に
気
分
を
替
え
さ
一

詩

さ

る

Z
愛
さ
れ
一
焼
き
つ
け
ま
し
た
い
と

ωょ
う
パ

一
上
自
衛
隊

ω一一
一
掬
設
語
ぇ
、
県
一
し
て
い
ま
す
の
で
、
く
わ
し
い
と
一
ひ
き
つ
づ
き
議
席
を
番
再
で
決
一せ
る
た
め
に
は
、
良
質
の
背
刈
剣
一
位
ゃ

f肥
料
宇
升
ほ
う
ほ

学
長
ま
と
を
胸
い
っ
ぱ
い

一台
な
し
に
す
る
暗
い
雪
の
時
一
せ
る
よ
う
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。

一
町

愛

吉

何

時

一見

配

信

軒

並

話

時

計

九

日

明

石

日

開

吋

諮

問

符

同

一日

判

長

一

時

十

臼

一料

詰

れ

れ

期

間

こ

Z
L
U
U
N
U
M
M
M
M討

に
ふ
く
ら
ま
せ
て
そ
の
日
を
待
つ一
期
で
も
あ
る
わ
け
で
す
。
一
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
就

一に
は
ど
色
て
も
、
隊
員
父
兄
の

τた
父
兄
の
方
々
の
理
解
と
援
助
一
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
0

と
う
い
っ
一
さ
い
・

一て
今
後
の
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

一る
に
は
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ト
オ
モ
ロ
コ
ジ
」
、
ヒ
一
ん
勺

て
い
る
わ
付
子
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一
と
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い
っ
た
生
徒
の
審
議
官
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管
内
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力
な
援
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な
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あ
る
と
思
い
ま
す
@
一
た
考
え
方
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大
村
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ワ
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適
で
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皇
道
刈
給
与
で
す

半
面
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卒
業
期
を
迎
え
る
生
徒

一雑
に
な
っ
て
い
る
時
、
温
く
そ
っ
一
所
担
当
官
や
学
校
の
先
生
方
と
相
一
な
ら
ぬ
、
と
い
三
円
が
躍
り
上
っ
一
と
の
よ
う
な
意
味
で
益
々
隊
員
一
兄
会
の
結
成
を
急
い
で
い
る
わ
け
一
会
結
成
措
備
さ

一提
案
が
あ
り
、
終
知
明
る
い
ふ
ん
一一一一月
中
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旬
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降
な
ら
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つ
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一
が
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サ
ン
マ
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サ
イ
レ
i
ジ
と
し

住

民

主

三

一
ト
ヲ

山

一九
日

時

諸

説

明

日

一
て

U
U鳥
取

下

一

|

引
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問
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節
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す
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連
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仁
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一
し
て
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す
。
一
り
ま
す
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え
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だ
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新
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あ
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長
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四
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な
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葉
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暴
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五
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農
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な
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国
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と
す
る
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成
が
一
ど
や
か
に
第

一
回
会
合
を
山
惜
し
ま

一観
賞
会
、
講
演
会
な
ど
の
行
事
が

一性
ヒ
マ
ワ
リ
」
を
使
い
ま
す
。
一

一

一

西
大
村
婦
人
会
喜
々
津
ヱ
ン
外
一

四
女

3
と
み

璃

題

。
当
市
の
過
か
な
か
と
?
す
け
ん
ね
、
せ
め
も
し
え
な
候
禁

2
5
2
2れも
選
も
選
挙
違
反
罪
に
対
し
て
は
適

1会
と
催
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れ
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落
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治
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岡
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七
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騒
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望
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ζ
う
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と
も
き
く
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あ
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菜
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る

。

る

こ

と

が

一
般
的
に
行
わ
れ
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が
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